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株式会社 PAT 栗田澄彦

1. ㈱PAT紹介

1-1. 経営方針 No rival product and processes 
差別化、高利益率

1-2. 粉体の新表面処理技術開発
半導体封止材用表面処理

1-3. 技術指導と受託研究
BN焼結フィラ－開発
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凝集粒子シランカップリング

分散粒子シランカップリング
赤：シランカップリング膜

緑：樹脂

気孔

気孔：大
樹脂：多

低熱伝導率

気孔：無
樹脂：少
高充填

高熱伝導率

●表面処理とは
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粒度配合分散粒子シランカップリング 最密充填

気孔：無
樹脂：最少
高充填

高熱伝導率
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表面処理前後での放熱シート外観 拡大図

放熱シート用フィラーの表面処理の違い

撥水性表面処理の例ーー水滴滴下試験

Before

Before

After

After
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2.  新製品開発の実施例
2-1.  h-BN（六方晶窒化ホウ素）の常圧焼結

九大と共同開発

2-2.  ケミホタル（栗田）
夜釣り用発光体：ミニアンプルの液注入及び封止技術

2-3.  熱電対セラシース 応答速度2.7倍
外形4Φmm 長さ1000mm 1000℃以上の耐熱性

2-4.  粉末焼結法による透明石英ガラス
フェルール(光ファイバー)

2-5. フッ素樹脂放熱及び高周波低誘電率シート（PAT）

2-6.鋳込み成形による薄胎
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2. 新製品開発の実施例

2-1.  h-BN（六方晶窒化ホウ素）の常圧焼結
・従来技術：約2000℃高圧熱間プレスでインゴット→切削加工
BN粉のロス、高加工コスト 某化学品メーカー

・常圧焼結の研究：6年間失敗＝焼結しない＝粉々

・九大 故森永健次教授に研究委託（開発費150万円）
失敗した場合分厚い報告書不要→ A4 1枚の成功結果を要望
3ヶ月後、1円玉高強度h-BN
金属ボロンBの粉を窒素N２雰囲気で焼結
金属B → A-BN（非晶質BN）→ h-BN（六方晶BN）大学の基礎研究力

・製品化：半導体用部材、鉄鋼用部材等
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2-2､ケミホタル：液注入及び封止技術
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2-3､ 熱電対セラシ－ス
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2-4､ 粉末焼結法による透明石英ガラス
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2-5. フィラー含有フッ素樹脂放熱及び高周波低誘電率シ

ート（PAT）

・350℃熱圧着：500℃加熱特殊アイロン→ 2人の体重で加圧

・佐賀県地域産業支援センターの開発型補助金で

750万円熱加圧プレス機を購入し基礎研究

・サポイン補助金5千万円：シート技術生産技術及び評価装置

・パワートランジスター用放熱シート、

・５G,6G用高周波低誘電率シートの製品化
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2-6､ 鋳込成形
による薄胎
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3.  研究テーマ決定の６つのポイント

①コア（殻）技術の有無

②問題点の大きさ

③成功の可能性（射程距離）

④市場規模

⑤採算性＝正確な売価と想定原価計算

⑥差別化（性能）
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4.  研究開発の進め方と人材の育成

4-1 研究開発の進め方
・天地創造主に教え請う⇒天に問い、天から学ぶ
ニーズ→自・他の多くアイデア→選択→仮説→実験・実行（天に問う）
→Yes or Not＝少しヒントが見える→強い意志で継続→成功
・国や公の研究費受託：シーズを予備試験で苗化、苗化失敗は研究テーマ没

4-2. 人材の育成：上司の能力を超える人材、解を自分で探す能力
・自由な討議→英国との共同研究 F社 上下無しで技術議論。
・他流試合→他社と共同研究
・Positive Thinking＝出来ると思い込んで研究開発。
・研究開発の心得
極限を究めるに吾以外皆師なり。
本当に良い研究をするには多くの人（異分野）に教えを請う。
一歩一歩（登山と同じ）
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5. 大学との共同研究

・高い基礎研究開発力、研究設備、人件費

・研究テーマに最適な大学の先生を全国規模で探す。

・能力ある研究者の見分け方 研究テーマを提示

多忙な先生＝視野が広い⇒解決策のアイデアが次々に出る

・研究開発力＝思考力×異分野の知識・人材（電気、機械、金属、化

学、食品等）

・お礼：講演料、交通費と飲食、土産品

・開発スピード：1回／月ミーティング
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6. 他社との共同開発
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7､経営と資金

惜福

分福

植福＝果物の苗木植え
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